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竪穴建物跡（古代） 

遺物集中地区

竪穴建物跡が密集しているところ

　  河道
（旧五条川か）
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御山寺遺跡 07D区遺構配置図 
（古墳時代前期を中心に） 

鉄製の鏃が出土しました。 

この付近では何回も建物跡がつくられたようです。 

焼土・炭に混じって、 
多量の土器が出土 
しています。 
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　調査の成果のまとめ

　御山寺遺跡の大規模な調査は、今年度が最後です。これまでの調査で分かったことは次の

ことです。

　東西500m以上にも及ぶこの遺跡からは、縄文時代・古墳時代・古代・中世・戦国期・近世と、

さまざまな時代の遺構・遺物が、見つかったことにあります。現在行なっている遺跡東端の調査

では、これら各時代の遺構が重なった状態で見つかっており、特に古墳時代前期の竪穴建物

跡群の保存状況は良好です。また、古代（平安時代）頃の集落の様相も調査では明らかになり

ました。

　旧五条川と思われる河道の発見と、室町時代から戦国期の屋敷地を区画すると思われる溝

が多数見つかったことも注目されます。また、黒色土中から縄文時代晩期の土器片が若干数出

土しており、今後の調査によっては、縄文時代の活動の場が見つかる可能性もあります。
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